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停電に備えて 
 
 

 

 

 

人工呼吸器・機械式排痰補助装置・在宅酸素・吸引器など医療機器を使用されてい
る方に、停電時に備えるためのご案内をさせていただきます。 

 

 〈停電時、電力不足した際の連絡先について〉 

人工呼吸器、機械式排痰補助装置、在宅酸素を使用されている方は、停電時に電力
不足の可能性がでてきた段階で、普段点検に来られている業者さんに直接連絡して
下さい。必要に応じて、バッテリー・酸素ボンベを届けてくれます。連絡先につき
ましては、各業者間で異なりますので、今一度点検に来られている方に確認して頂
くことをお勧めします。 

ただし、広範囲が停電になった場合は、対応しきれないことが予想されます。その
場合は、各業者と当院を含む各病院間で連絡を取り合いながら必要度に合わせてお
届けする優先順位等を検討していくこととなりますので、ご理解のほどよろしくお
願いいたします。 

 

 〈日頃の備えについて〉 

上記の但し書きのように、災害規模によってはバッテリーの貸し出しを受けられな
いことも予想されます。 

日頃からバッテリーの充電をして頂くことと、次ページ以降でご紹介する外部電源
の確保や事前検証をお願いいたします。 

 

 〈本資料について〉 

特定のメーカーや商品を掲載しておりますが、具体的説明をするための例であり、
それらを推奨、斡旋する意図ではありませんのでご了承ください。 

ご不明点やご質問事項がございましたらご連絡下さい。 

                           医療法人 稲生会 

                           011-685-2799 

 

   緊急連絡先記入欄 

 

人工呼吸器等点検業者 業者名                              

 

    緊急連絡先 
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外部電源確保について 

 

 

・内部バッテリーは時間経過にしたがって持続時間が減少しますので、外部電源を確保
しておくことをお勧めします。外部電源の種類は、主に以下の方法があります。 

 ①車から電源を取る。 

 ②蓄電器を購入する。 

 ③発電機を購入する。 

 

①車から電源を取る。 

※シガーソケットがある車両か確認しましょう！ 

【必要なもの：シガーライターケーブル、インバーター（DC / AC 変換機）、状況
により屋外用（防雨、防雪）の延長コード、自分で交換できる方は予備ヒューズ】 

 一般的な車のシガーソケットはDC（直流）12Vです。電化製品の多くはAC（交
流）に変換する必要があります。インバーターは、人工呼吸器などに使用するときは必
ず「正弦波」のものを使用してください（ホームセンターなどで1万円前後で購入可
能。）エンジンを掛ける瞬間は電流が乱れるので、必ずエンジンを先に駆動させてから、
機械に繋ぎましょう。出力が限られているため、呼吸器を繋いだ場合はそれだけにして、
他の機器は繋がないようにしましょう。ソケットが合うのか、機械がほんとうに作動す
るのか事前に検証しましょう。 

 ハイブリッドカーを所有している方は、走行用バッテリーにインバーターを繋ぐこと
で1500Wで5-16時間程度と大きな電力を確保できます。 

 痰の吸引器でスマイルシリーズをお使いの方は、シガーソケットから直接電力を得ら
れるケーブルが別売りしています（2000円前後） 

 

②蓄電器を購入する。 

 蓄電池を平常時にコンセント（自然エネルギー発電をしている方はその機器）につな
ぎ、充電しておくことで非常時の電源として使用できます。 

 様々な製品がありますが、内部インバーター付き（正弦波）、USB出力つき（スマホ
なども充電できる）、持ち歩きのしやすいものがおすすめです。充電時間7時間で
200W（人工呼吸器の電力が約200 W)の機器を約1時間動かせます。（4万円前後）。
加温加湿器用に使用する場合は矩形波のインバーター（比較的安価、2千円代から購入
可能）を使用している方もいます。 

 

 

 

 

 

※こちらにご紹介したいずれの機器も、メーカーとしては人工呼吸器のような精密医療
機器への使用を推奨していないということをご承知おきください。緊急時やむを得ない
場合のための方法としてご紹介しております。 
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外部電源確保について 

１、発電機について 

 ・ガソリンタイプとカセットボンベで動かすタイプがあります。おおよその特徴を下
表にて紹介しています。 

 具体的なメーカーなどをお知りになりたい場合は、稲生会にご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・必要な消費電力を知りましょう。 

発電機の購入を考慮されたときは、まず、停電時に必要な器具のW（電力）量を概算し
てみましょう。 

たとえば、一般的な機器だと以下のようになります。 

人工呼吸器 （トリロジーの場合） 約210W ＋在宅酸素濃縮器 約250W 
＋電動式喀痰吸引器 約150W＋吸入器 約115W ＝725W となります。この場
合、ガソリン型、ガス型ともに900Wの製品の購入を検討することが出来ます。 

 

電気毛布や、電動ベッド、呼吸器の加温加湿器（200～400W程度。可能であれば人
工鼻を使用する）なども必要な方はそちらも加えて必要電力を計算します。 

 

※本資料にてご紹介しているような小規模な発電機や蓄電池は、メーカーとしては人工
呼吸器のような精密医療機器への使用を推奨してはいないということをご承知おきくだ
さい。緊急時やむを得ない場合のための方法としてご紹介しております。 

 

 

メリット デメリット 価格目安・備考 

ガソリンタイプ ・駆動時間が長い。
ガソリン2.1Lで
3.5～7時間ほど
（900Wのタイ
プ）使用可能。 
 

・必ず屋外で使用。 
・メンテナンス（3か
月～6か月に一度エン
ジンオイル交換）が
必要。 
・ガソリンの保管と
定期的な交換が必要。 

・15万～40万ほど。 
・市町村によっては、人
工呼吸器使用が必要な方
に購入助成費が出る。 
・必ず正弦波インバー
ター付きの機器を購入す
ること。4サイクルがお
すすめ。 

ガスタイプ 
（カセットボン
ベ） 

・家庭用カセット
ボンベ2本で作動
させるので、入手
と保管がガソリン
と比べると手軽。 

・駆動時間は1～2時
間。 
・必ず屋外で使用。 
・気温10℃～40℃
以外だと、うまく機
能しないことがある
ので北海道の冬は要
注意。 

・10万円ほど。 
・必ず正弦波インバー
ター付きの物を購入する
こと。 
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蓄電池について 

・前頁でご覧いただいたように、取扱に慣れた方でないと、発電機は屋外での使用が条
件であること（車庫でも、風が通りぬけるところでないと一酸化炭素中毒の危険性があ
ります。）冬の使用、またガソリンの保管に少し不安があります。 

そこで、蓄電池を用意されることがより現実的なのではと思われます。 

以下に、当法人に関わりのある方たちが実際に使用している商品について教えて頂いた
情報を記載します。特定の機種を挙げておりますが、当法人が推奨しているわけではあ
りません。あくまでもご使用者様たちの口コミであることをご了承ください。 

電気の予備知識 

・A（電流） ・V（電圧：日本の一般家庭は100V）・W（有効電力）実際に電気機
器で使用される電力のこと。電力のロスを含んだ実際に必要となる全体の電力VA(皮相
電力）であらわされる。 ・Wｈ（電力×使用時間） ・Aｈ（電流×使用時間）・AC
（交流）・DC(直流）・Wh＝Ah×V   

 

必要電力数の目安 ※寒冷地ではバッテリーの消費が早まりますのでご留意下さい。 

人工呼吸器（例：トリロジー、トリロジー100plus）： 約210W（１００VAC 最大
2.1A, 12VDC 最大9.0A）内部バッテリー、着脱式バッテリーは通常家庭用AC電源
に繋いだときそれぞれ3時間もつ（各 DC14.4V 容量4176ｍAh＝60Wh) 

在宅酸素濃縮器：約250W、加温加湿器 約２００W（最初温めるときに多くかかるが
保つのに30Wくらい？)、サクション 約150W、吸入器 約115W 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品名 特徴 くちこみ 

Power Oak PS10 
B 1200WH 

電力：500W（最大700W) 
電力使用時間：1200Wh 
 
電池：充電式リチウムポリマー 
内蔵インバーター：正弦波  
 
出力：AC（１個）、DC出力（１個） 
 
重量：約10キロ 
 
大きさ：約45×21×26㎝ 
 
充電方法 
（AC電源、シガーソケット、 
別売りのソーラーパネル） 
AC電源で8時間ほど 
 
バッテリー寿命：3000回 
 
 

（ORさん） 
・１3.5～１８万円 
・AC出力が一口で、USB
口などがないので（呼吸器
用と割り切って購入した。 
 
トリロジーの電力を計算す
ると最大電流時で、 
2.1 A×100V＝210Wな
ので、１２００
Wh÷210W＝5.7時間稼
働できることになる。 
 
※しかし、実際使用した人
の話では４０時間くらい使
えたとのこと。 
（トリロジー稼動中は３０
W-40Wの消費電力と思わ
れるが、室温やバッテリー
状況により異なるので、そ
れぞれのご家庭で一度検証
することがおすすめ。） 
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蓄電池について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴 くちこみ 

SmartTapの 
PowerArQ 
 
 
 
 
 
 
 

電力：300W（最大500W) 
電力使用時間：619Wh 
定格容量：171000ｍAh 
 
電池：充電式リチウムイオン 
内蔵インバーター：正弦波  
 
出力：AC100V(1個）、DCシガー（1
個）、DC6.5㎜（２個）、LEDライト
（１個）、USB（3個） 
 
重量：約6キロ 
 
充電時間約8～10時間 
（AC電源、シガーソケット、別売りソー
ラーパネル） 
・ライト付き 
・3か月に一度充電する必要がある。 
 
 
 
 

K,S.さん 
・6万円くらいだった。 
・リアルタイムで表示され
る電力量が30W～40W。 
・呼吸器（トリロジー）+
加温加湿器+009（低圧持
続吸引器）をつないで、約
10時間もった。 
・バッテリー残量がわかり
やすく表示されるので、安
心感あり。 
・大きさはカフアシストよ
り少し小さめ。 
 
N.Tさん 
・6万円で購入。保証期間
2年間、バッテリーのみ交
換は2万円。 
・トリロジー+加温加湿器、
パルスオキシメーター+経
管栄養ポンプを繋いで7.5
時間もった。 

Suaoki G500 電力：300W（最大600W) 
電力使用時間：500Wh 
定格容量：137700ｍAh 
 
電池：充電式リチウムイオン 
内蔵インバーター：正弦波  
 
出力：AC1１０V(２個）、DC出力（2
個）、DCシガー（1個）、Type-C(1
個）、USB（２個）、LEDライト 
 
重量：約7.7キロ 
 
大きさ：約28×21×19㎝ 
 
充電方法 
（AC電源、シガーソケット、 
別売りのソーラーパネル） 
 
 

（M,Yさん、T.Mさん） 
・６万～８万 
・Whの計算上ではトリロ
ジーだと2.時間半というこ
とになるが、
（500Wh÷210W） 
実際使うと17時間使えて、
まだ電力が余っていた。 
 
（S.Mさん） 
・150Wのソーラーパネ
ルとセットで約8万 
・加湿器と呼吸器を使い約
6時間（説明書に20%ほ
ど余力を残す方が長持ちす
ると書いてあったのでメモ
リ一個分残した状態） 
・他の機種よりソーラーパ
ネルとの相性がいいと聞い
て購入した。ケーブル付属
なのですぐ接続できた。 
二重窓越しにソーラーパネ
ルを使ってみたところ、
50-70Wで入力できた。
（AC電源で入力80W) 6 



商品名 特徴 くちこみ 

HONDA 
LIB-AID E500 

電力：300W（最大500W) 
電力使用時間：３７７Wh 
定格容量： 
 
電池：充電式リチウムイオン 
内蔵インバーター：正弦波  
 
出力：AC100V(２個）、USB（２個） 
 
重量：約5.3キロ 
 
充電時間約６時間 
（AC電源、シガーソケット、別売りソー
ラーパネル） 
 
 

（Oさん） 
・8万～9万円 
・すごく静か 
・コンパクト 
・簡単に使えて、簡単に充
電できる。 
・呼吸器と加温加湿器と栄
養ポンプをつなげて４時間
使えた。 
・同じ商品を持っていれば
複数台つなげることができ
る。 
・日本製なのでフォローが
安心かと思う。 

ポータブルソーラー蓄電
池Renogy Phoenix 

電力：150W（最大170W) 
電力使用時間：238Wh 
定格容量：65000ｍAh 
 
電池：充電式リチウムイオン 
内蔵インバーター：正弦波  
 
出力：AC1１０V(１個）、DC出力（2
個）、USB（４個）、LEDライト 
 
重量：約5.８キロ 
 
大きさ：約40×30×10㎝ 
 
充電方法 
（AC電源、シガーソケット、 
ソーラーパネル） 
 
バッテリー回数1500回→交換可能。 
 
 

（Y.Mさん） 
・ネットから５万円くらい
で購入（2018年１０月地
震以前→現在値上がり？） 
・5人家族の家庭用冷蔵庫
に繋いで２時間稼働した。 
・ソーラーパネルが既につ
いているので、便利だと
思った。 
・ソーラーでの充電は日中
でも時間がかかったので、
普段通電しているときはそ
ちらから充電して起き、停
電時のみソーラーパネルを
使うつもり。 
 

蓄電池について 

以上でご案内した蓄電池は、いずれも「リチウム」バッテリーを使用しています。 

2018年11月現在、「鉛」バッテリー（バッテリーの安定性が高く、かつ安価という
メリットがある。しかし正弦波インバーターが内蔵されていないものが多いので、自分
で組み合わせる必要があること、また持ち運びには重たいのがデメリット）も今後、稲
生会の方で入手、また検証をしてみる予定です。 
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電気を使わない方法 

 

非常用に、電気を使わずに使う道具も揃えておくと安心です。ただし、以下でご紹介
するものは必ず、平常時からの検証と実際に使用するための訓練が必要です。 

 

①人工呼吸器→蘇生用バッグを使う。 

  ベッドの側に置いておき、外出時も携帯しましょう。長時間押し続けるのは大変
です。交代してもらえるように、家族の中でも普段から多くの人が使えるようにして
おくとよいでしょう。 

 

②加温加湿器→加湿器にぬるま湯を入れる。使い捨てカイロを貼る。人工鼻を使う。 

 

③酸素濃縮器→酸素ボンベに交換する。 

 

④電動ベッド→手動でどこまで動かせるか事前に確認しておく。クッション等で姿勢
を調節する方法を考えておく。 

 

⑤痰の吸引→足踏み式サクション、手動式サクション、シリンジ吸引を使う。 

      （具体的商品の例については、本資料９ページ） 

 

⑥エレベーター→普段から近所の方に援助を呼び掛けておく。 

     移動用タンカを使う（具体的商品の例については、本資料１０ページ以降 
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電気を使わない吸引器について 

・足踏み式サクション、手動式サクション、シリンジ吸引を使う方法があります。 

   （価格は2018年10月時点のものです） 

 

 ※吸引力の単位：kPa : マイナスの後の数字が大きい方が吸引力が強い。 

 ※比較対象：機械式サクション（パワースマイル-80kPa、スマイルケア-75kPa） 

              →シガーソケットコードも別売り2000円程もあります。 

 

 ・足踏み式サクション 

足裏全体で体重移動させながら踏むタイプと、空気入れのようにポンプを押すように踏む
タイプがある。ただし、立ってポンプを踏みながら吸引作業することも、座って（膝で）
ポンプを押すことも難しいため、2人で作業を分担できることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

・手動式サクション 

 片手で押しながら作業するのでこちらも練習が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シリンジに吸引用のチューブを接続し、痰のあるところでシリンジをひく。最も安価で
持ち運びや準備が簡単だが、練習が必要。シリンジは大きなものより、小さなもの（10ml
など）の方がやりやすい。 

新鋭：足踏式吸引器QQ 
定価: ¥13.800 
真空到達圧力: -60kPa 
サイズ:W23×D9.8×H11.5 cm
瓶容量: 400ml 
重さ：約800g 
附属品：吸引チューブ2m, お試
し用カテーテル、収納ケース 
 
 

ブルークロス：足踏式吸引器 
定価: ¥20.000 
真空到達圧力: -40kPa 
(新生児用 -25kPaタイプも有） 
サイズ:W19×D10×H17cm 
瓶容量: 300ml 
重さ：約950g 
附属品：吸引チューブ1.5m 
 

新鋭：手動式吸引器レスキューポンプ 
定価: ¥23.000 
真空到達圧力: -65kPa 
サイズ:W18.5×D6.4×H 6.8cm 
瓶容量: 300ml 
重さ：約230g 
 
 

新鋭：手動式吸引器スマイル
バック 
定価: ¥3000 
真空到達圧力: -25kPa 
サイズ:径5.3×H15cm 
瓶容量: 56ml 
重さ：約80g 
附属品：吸引カテーテル50cm 
 

ブルークロス：ハンドバルブアス
ピレーター 
定価: ¥3600 
真空到達圧力: -28kPa 
サイズ:径7.5×H20cm 
瓶容量: 120ml 
重さ：約20g 
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避難用タンカについて 

①みのむしタンカ（どんぐりの森で使用） 

 市販の寝袋（100cm）にベルト状の紐を縫い付けたもの。一人介助用。 

 

 

 

 

 

 

      

 

      表（下から上までで100cm）            裏、紐はミシンで3か所縫い付けている。 

   

②救護用ベルカ（どんぐりの森で使用） 

 各種種類があり、2万～3万円。どんぐりの森で使っているものは、長さ90㎝×52㎝。 
基本的に二人で介助する仕様だが、緊急時は介助者一人でも使える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 表                  裏 

    ※別紙カタログをご参照ください。 

 

 

③らくちんだっこ（※別紙カタログをご参照ください。） 

2サイズ展開。緊急避難時のみならず、防水性なので、入浴介助にも使える。一人介助。 

1万円程度。100kgまで対応。購入前にお試し可能（2018年10月時点） 

M（65cm×46cm 対応身長110㎝まで）L（95cm×80cm 対応身長110-170cm） 

 

④まるいラボのちょい楽ばんど（※別紙カタログをご参照ください。） 

一人介助用、9000円。約270gと軽量で携帯用に小さくできる。 

おそらく介護ママが考案したもの？一個ずつ手作りでコットン布の柄もかわいい。 
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